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日本と世界の水道比較

・水道水が飲める国は、15か国程度。
アジア・・・日本、UAE
ヨーロッパ・・・アイスランド・アイルランド・オーストリア・クロアチア・スウェーデン・スロベ
ニア・ドイツ・フィンランド
オセアニア・・・オーストラリア・ニュージーランド
アメリカ・・・カナダ
アフリカ・・・南アフリカ・モザンビーク・レソト

・日本で当たり前のように水が飲めるのは・・・
定期的に２００種類もある検査を行い、汚れを取り除き、塩素で細菌などを消
毒した状態で届けているから。（日本の水質基準は も厳しい。）

・硬水と軟水
日本の水道水は、沖縄などの一部地域を除き、ほとんどが軟水です。海外は、
硬水がスタンダードです。（急勾配のため、地中に留まっている時間が短い。）
海外の水は、硬度が日本の倍以上であり、口当たりが重く苦みを感じます。

・水の値段
日本では、500mlのペットボトルで100～120円ですが、海外では、日本の２
～３倍の値段で売られている場合が多いとのこと。 3



世界の水道水料金
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水資源について

SDGｓの目標６ 「安全な水とトイレを世界中に」（国連サミット2015）

水道事業・・「地球環境も意識する中で、安心安全な水の持続的な供給」の使命を担う5
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水道水をつくる(浄水処理)方法

塩素消毒のみ
緩速ろ過方式
急速ろ過方式
膜ろ過方式

４種類の方法

塩素注入設備

膜ろ過設備

急速ろ過設備

緩速ろ過設備
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①取水口 川の水（地下水）を取り入れる。
②沈砂池 小石や大きなごみを除去します。（本市にはない。）
③着水井 水源から流れてきた水を安定させ、水量を測定します。
④薬品注入設備 水が濁った時は、ポリ塩化アルミニウム(PAC）を注入します。（本市には
少ない。）
⑤薬品混和池 水とPACを十分混ぜ合わせます。（本市では、前処理機にて、粗ろ過をして
いる箇所もあります。）
⑥沈殿池 沈みやすくなったゴミや泥を沈めて取り除きます。
⑦緩速ろ過地 小さなゴミや泥を、砂の層でゆっくりろ過して取り除きます。
⑧消毒 次亜塩素酸ナトリウムを注入し、細菌を死滅させ、安心して使える水にします。
⑨配水池 飲み水になった水をためておき、配水管により配水します。

市内に１６か所
緩速ろ過方式
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①取水口 川の水（地下水）を取り入れます。
②沈殿池 小石や大きなゴミを取ります。
③粉末活性炭接触槽 水ににおいがあるとき使い、匂いを取ります。（本市にはない。）
④着水井 混和池に流れ込む水の量を調整します。
⑤混和池・フロック形成池 薬を入れてかき混ぜ、小さなゴミや砂を沈みやすい塊にします。
⑥沈殿池 フロック形成池でできたゴミの塊を沈めます。
⑦急速ろ過地 沈殿池できれいにした水を池の底にある砂の層でこして取ります。
⑧消毒 きれいになった水に次亜塩素酸ナトリウムを入れて、細菌を殺します。
⑨浄水池 きれいになった水をためておく池で、配水池へ送る水を調節します。
⑩配水池 ここから自然流下やポンプによって、家庭等に給水します。

急速ろ過方式
市内に４か所
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セラミック膜

0.1μm（マイクロメートル）の穴を通ってろ過する。

0.1μm＝1mmの１万分の１

→水やイオン以外（汚れや細菌）は通過できない。

膜ろ過方式 市内に５か所
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８０ｃｍ

集水埋管

川底にしみ込んだ水
ふくりゅうすい

→伏流水を利用

堀第1水源
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ちゃくすいせい

着水井

形 成 池

ＰＡＣ
（ポリ塩化アルミニウム）

フロキュレーター
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ごみ、汚れのかたまり（フロック）の大きさ

大

小

沈 殿 池

ちゃくすいせい

着 水 井

形 成 池
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急速ろ過池

１号池２号池

３号池４号池

５号池６号池
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砂面 砂面 砂面

急速ろ過池
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総事業費 １，５１２，１８９千円
平成２４年度 実施設計業務２２，８０４，９５０円
平成２５年度 緩速ろ過４．５号池取壊し、埋戻し、導水管引込

５７，３８３，５５０円
平成２６年度 混和槽建設、管理棟建設、膜ろ過装置制作

８００，２００，０００円
平成２７年度 場内整備、管理棟建設、膜ろ過装置設置、高圧受電盤、
水質計測器、遠隔監視システム、自家発電装置等

６３１，８００，０００円 （平成26と27年度は継続工事）16
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下荒河浄水場 浄水池
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水中ポンプ
陸上ポ ン プ
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市内全域で１０６か所２４２槽の配水池がある。

神谷配水池

駒場配水池20



水に圧力をかけて、高い場所、遠い場所に
水を送る施設

市内全域で８４か所

猪崎加圧ポンプ所

十三丘加圧ポンプ所
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濁度色度計

濁り、色の確認

残留塩素計

塩素消毒の確認

水質監視盤

浄水場から離れた場所の水質を
監視する

＜筈巻＞
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浄水場 ２５施設
取水施設 ３４施設
配水池 １０６施設
加圧ポンプ所 ８４施設
水質測定所 １０施設
残塩測定所 ６施設
流量測定所 １０施設

計 ２７５施設

（２５２か所）23



〇水道布設位置の地図であり、
管種、口径、布設年度が
明記されています。

水道竣工図

〇水道工事を行った竣工図もマッピングに
保存されており詳細な内容を知ることが
できます。

〇水道竣工図と宅内配管図においては、記録がないものもあり、更新に併せて補完しています。

水道配管図（マッピング）

給水装置工事完成図
（宅内配管図）

〇宅内配管図もマッピングに
保存されています。
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４４自治会、長田野工業団地を含む8,500世帯が約8時間断水27



４０自治会、長田野工業団地を含む5,729世帯が約24時間断水

復旧後

28
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福知山市水道事業の沿革①

昭和８年に給水開始（①の一部）

第６次拡張事業
平成２９年２月１０日
計画給水人口
79,330人

１日 大給水量
38,500㎥

昭和６年11月創設認可

給水人口 25,000人
計画給水量 5,000㎥/日
昭和８年に自然流下で約10,000人に給水開始 30



簡易水道事業等の沿革②

昭和28年 岩戸簡易水道事業

細見簡易水道

菟原簡易水道

大身簡易水道

川合簡易水道

畑簡易水道

額田簡易水道
中夜久野簡易水道

大江町中央簡易水道

大江町由良川右岸簡易水道

加用飲料水
供給施設

北部簡易水道

金谷簡易水道
十三丘簡易水道

下小田簡易水道

立原簡易水道

下川口簡易水道

上豊富簡易水道
豊富簡易水道

佐賀簡易水道
川北簡易水道

田野簡易水道

上六人部簡易水道

上夜久野簡易水道

上水道

平成18年の市町村合併時は２３簡易水道 １飲料水供給施設31



水道事業の沿革③

平成１９年 厚生労働省
『１市町村１水道事業』の方針

平成28年7月
水道未普及地域
解消事業が完成
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２５の浄水場のほか、

取水施設、加圧ポンプ所、
配水池等が各地にある。

北部系統

上夜久野系統

細見系統

菟原系統

大身系統

加用系統

川合系統
中夜久野系統

額田系統

堀系統

下荒河系統

大江町中央系統

大江町
由良川右岸系統

畑系統

８４．７９％（給水人口比）

その他３町方面１５．２１％（給水人口比）
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令和元年１２月に策定

福知山市水道事業ビジョン
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福知山市水道事業ビジョン
「安全」
いつまでもきれいで
安全な水道

「持続」
いつまでも健全に
持続できる水道

「強靭」
強靭で安定した水道

市民が継続して水道の恩恵を享受し続ける
ことができるように５０年、１００年後の
将来を見据えて、水道の理想像を明示する
ものであり、その理想像を具現化するため
に、今後１０年間に取り組むべき事項、方
策を提示するものです。 37



更新費用
約8.5億円

水道事業の今後の計画について

水道施設
更新計画経営戦略

福知山市水道事業ビジョン

“幸せを生きる”ふるさと福知山を未来へつなぐ水道
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単年度費用 平準化費用

平準化費用 400百万円
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平準化費用 450百万円

実使用年数で更新した場合の更新需要

工 種
法定耐用
年数（年）

実使用年
数（年）

土 木 60 73

建 築 50 70

機 械 15 24

電 気 15 25

計 装 15 21

管 路1 40 80

管 路2 40 60

管 路3 40 50

管 路4 40 40

その他1 15 25

その他2 15 25
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水道事業の今後の進め方について
主な取組

○堀山第３系統配水管布設替工事など老朽化した施
設や管路の更新を進め、水の安定供給に努める
（令和元年度から５か年)

○更新計画に基づく基幹管路・重要管路・老朽管路
の更新

○水道事業ビジョンで示した実現方策とその具現化
に取り組む

○いつまでも健全に持続できる水道のため水道事業
の広域連携の推進

○更新計画に基づく水質改善設備の導入、浄水場と
配水末端部の水質監視装置の設置

○さらに効果的な包括的民間委託の業務実施

40



水道事業の今後の課題について
主な検討課題

○水道施設の今後の活用の明確化

・人口減少に伴う料金収入の減少、維持管理費用の
増加

・用途を廃止できる水道施設、またその活用、施設の
統廃合、ダウンサイジング

○水道使用料金の改定検討

○上水道事業等包括的民間委託の展開

○近隣市町村との広域連携の検討

・新たな委託の形の検討 管の更新の設計施工を加
えるなど（ＤＢ方式）

・近隣市町村だけでなく京都府の連携関与をめざす。
福知山市の包括的民間委託の有効化を優先
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☆平成２９年７月に水道料金改定
改定率１３．７６％

☆平成２９年４月に上水道と簡易水道が統合

☆平成３１年４月
上水道事業等包括的民間委託業務 開始

近年の水道事業の主な出来事
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